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附船宿長浜屋旧蔵「歳々入船帳」の概要

嶋田忠一＊

はじめに

「歳々入船1帳」は、出羽国土崎湊の附船宿・長

浜屋に伝来した、宝暦10年(1760)から|ﾘl治16年

(1883)までの間に扱った廻船を記録した顧客Il1そ

である。現在は当館の所蔵となり、人文展示室の

｢舟運の発達」コーナーに展示'I'である。

土崎湊は秋Ill藩の久保旧城下町の外港として栄

え、長浜屋はそこで代々附船宿を営んだ。附船宿

は、湊に入津した船を停泊地まで誘導し、また乗

組員の宿泊所ともなった業者で、土崎湊では文政

2年(1819)頃、17軒の附船宿があったL)。なお、

長浜屋は近代に入ると長浜谷姓を名乗るが、ここ

では長浜屋と表記する。

本資料については、すでに『土Ill介湊川史」（昭

和16年刊）に載るが、そこでは詳糸llIをﾀ:||ることが

できなかった。ここでは同書を補う意味で、まず

全体的な体裁・書式を紹介するとともに、出羽船

籍を中心にまとめた。

1．解題

（1）資料の体裁

寸法は36.5cm×15cmの横長1帳で、料紙を一枚

ずつ縦寸法の中心から二つ折にしたものを、折り

目を下方にして重ねて揃え、右端をニツ'三|綴にし

たもので、大福帳によくみられるような吊り卜げ

可能な綴じ紐が付せられている。丁数は白紙を含

めて211丁、うち墨付きは189丁である。

表紙が失われているが、破断した裏表紙には

｢紙数無量長浜屋三太郎」と大書されている。

これに対し、当資料とともに伝来した|ﾘl梢期の顧

客1帳には、表紙に「歳々入船'帳｣、裏表紙に「長

浜谷三太郎」と記されたものがある。双方とも記

載様式・寸法が酷似しており、同系統の顧客帳と

認められることから、当資料を「歳々入船Il雁」と

呼ぶことにする。
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｢歳々入船'脹」表（写真上）と裏（写真下）

(2)構成と表記

本'帳の構成は、基本的に大坂・神戸・阿波など

の同別・船籍地別に、年代順で配列されている。

おおかた見開き1丁につき16隻ずつ記事が記され

ている。全体では2,637隻となる。各船籍地の冒頭

には「大坂分」などと見出しが付され、ついで年

代順に入津船名等が記されている。

資料の記戦順にしたがって見出しを列挙すれば、

(1)大坂、(2)摂津西宮・御影・東明、(3)堺、4

fill戸、(5)兵庫・Iﾘ1石、6阿波、(7)淡路島、(8)

筑前・肥州・*Ⅱ泉、(9)播磨、(10)塩飽、(11)讃

Ill支、(12)伊予、(13)安芸、(14)豊後・周防・日

向・豊前、(15)長門、(16)肥前、(17)肥後、(18)

薩摩、(19)因|傭・出雲、(20)越前敦賀・橋立・三

|玉|、(21)加賀、(22)佐渡・能登、(23)越中、(24)

越後、（25)酒Ill・本庄・湊・塩越・亀田・能代、

(26)津I経、（27)南部・仙台、（28)松前、（29)江

戸・遠江・尾張、（30)備前・備後、(31)備中、の

mとなっている。なお、資料では「敦賀」を「ち

るか」とするなど宛字が多用されているが、ここ

では一般的な表記に直した。また、(18)薩摩は
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のであろう。

また、明和・安永年間(1764～1781)の記事が

皆無である。これは、廻船問屋の客船1帳にみられ

るように、初回取引時にかぎって記1帳し、その後

の来船'1寺には重ねて記帳しない方式を採ったため

と思われる。しかし、特に幕末以降は同一船の再

出記事が頻繁にみられるようになる。帳簿の性質

が、顧客リストから入船記録へと変化した可能性

もある。

以上のように、「歳々入船帳」は、構成の不倫

や表記の不統一を多く含み、記述の態度に一貫性

を欠くところがある。もっとも、それらの点は、

附船宿の経営の性質とかかわらせて読み解く必要

があろう。すなわち、一般に、附船宿は廻船問屋

と異なり本来は荷捌きに関与しなかったが、しだ

いに問屋的な業務に進出したと言われる。したが

って、長浜屋の廻船との関わり方も、単なる宿の

提供であった0、あるいは商品の取り捌きに関与

するなど、時と場合により厚薄があっただろう。

それが船頭や積荷表記の差異に反映していない

か、今後検討を要する点である。
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写真1 写 真 2 写真3

見出し部分を残して破断し、内容を欠いている。

このように、大坂を起点とし、澗戸内、九州、

北陸、出羽を経て、江戸・東海に至る構成となっ

ている。ただし、（8）では九州と和泉が混在し、

fii中が末尾に配されるなど、多少の間IL鮎がみられ

る。

次に、書式について具体例を掲げておく。これ

も一貫性を欠き、簡易な記述となっている。たと

えば写真lのごとく、年代、帆印、船籍地、船名、

船主・船頭名を記すのに対し、写真2～3では船

印・積荷も記すなどである。

船主・船頭の表記にも、いくつかのパターンが

ある。写真2は「越後屋勇助様船/・平吉様」

と、沖船頭であることが|ﾘj示されている。では、

｢沖」表記のないものは直乗船頭であったかとい

えば、写真3は「根布屋孫十郎様／正兵衛様」と

あり、孫-|一郎は船主、正兵衛は沖船頭と推測され

るのである。この点、複数回登場する船の記述を

追ってみると、書き落としもあったことが分かる。

たとえば以下は秋田湊船籍の竜王丸の例である。

①横山久助船／沖・勘四郎様

②横山久助船／勘四郎様

③横Ill久助船／勘四郎様

④横山久助船／沖・勘四郎様

この場合、②③は「沖」の書き落としであり、勘

四郎は一貫して沖船頭であったと判断されよう。

年代表記についてみると、同じ年の記事が続く

場合に「|司」「同とし」と略記したり、あるいは

書かなかったり、干支のみの場合がある。年代の

順序が逆転している箇所もみられるが、これは別

の記録から編集・転記する過程で混乱が生じたも

(3)挿入文書

本文の構成等については以上であるが、本文と

は別に、｜帳簿の中に挟み込まれた証文、覚書など

雑多な書付が11通ある。これらは長浜屋と廻船と

の関係を考えるうえで有益と思われるので、翻刻

して本稿の末尾に掲げた。なお、番号は帳簿に挿

入された順番を示す。

2．諸国廻船の動向

一般に、「客船1帳」「入船帳」は廻船問屋の自家

取扱い客船備忘録とされ、船名・船主。船頭等を

記すに止まり、取扱い物品にまで触れるものは少

ないともいわれる2)o

「歳々入船帳」は、附船宿長浜屋家備え付けの

顧客'帳であり、各廻船はいわば得意先として記さ

れたものである。もとになったのは一年ごとの入

船台帳と考えられる。その後、国別、船籍地ごと

に集成されたものが本資料である。記載形式は、

廻船問屋の「客船1帳」と同様であり、次のような

事項を記載する。
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まず帆の外形を描き、その内部や周辺に、入出

津年月日、船名、船籍、船主、船頭、積荷、船印、

帆印、行先、積石数、帆反数、造船歴等が記され

る。とはいえ、これらの全てが漏れなく記される

場合は前述の如く、一般的には少ない。本資料の

場合も同様であり、かつ一般的な客船帳にくらべ

て記述は簡略である。したがって、これをもとに

した分析には問題が多いと言わざるを得ないので

あるが、全体的な傾向を知る上では参考になろう。

以下に若干の知見を記した。

(1)入船開始と終期

第1表の「入船数」は、附船長浜屋の取引開始

から終了までの総数であり、「登米船数」はその

うちの藩米輸送船の数である。

附船宿長浜屋と取り決めを交わした廻船のう

ち、最も早い時期の入船は宝暦期であり、阪神・

瀬戸内船籍のいわゆる上方廻船が多い。とともに

これらの船の記事は秋田藩の扇紋の図示を伴う場

合が多い。これは藩米賃送のチャーター船であり

大坂廻米船と考えられる。さらに上方廻船の場合

は、「かへ（買い)」と記載されることが多く、空

船による仕入目的の入津と思われる。しかし、こ

れが藩米以外の町米買付を意味するものかは不明

である。

北前船の活動については、宝暦から寛政年代が

最初の盛期にあたり、次いで化政期以降が第2の

段階、幕末から明治20年代までが最盛期と見られ

ている3)。第1表からも、初期の上方廻船から次

第に加越能筋日本海廻船に担い手が移ってゆく様

子が窺える。

(2)積荷

第2表は「津軽之分｣、第3表は「武州江戸．

遠州・尾州分」の積荷記事及び同記事記載の船数

である。前者はいわゆる俵物船であり、化政期以

降の日本海廻船に特有な傾向をあらわしていると

見られる。また、これらに「かへ」記事はなく、

上り荷売船であることも特色であろう。一方後者

は、扇紋を図示する廻船が多く、江戸廻米船を指

している。この表は文化3年(1806)から明治元

年(1868)までの整理表であるが、この間の総船

－73－

附船宿長浜屋旧蔵「歳々入船'I幅」の概要

数は129である。うち、57隻が藩米輸送に関わっ

ている。このうち積石数の記載があるものは24隻

で、およそ3万石の移出があったことになる。

3．出羽船籍の概要

附船宿長浜屋の客船は2,637隻であるが、ここで

は「酒田・本庄・湊・塩越・亀田・能代分」を整

理し第4表とした。天明3年(1783)から明治8

年(1875)までの92年間445隻分である。これに

より本県の船主や船籍地（場合によっては船主の

所在地を表す）が把握できよう。また、今日なお

記憶に留まる船主・屋号が見られ、活発さが窺わ

れるとともに、彼らの多くは、5～6人乗あるい

は15反帆程度の、およそ400石積前後の直乗船に

よる経営ではなかったかと思われる。

ちなみに、土崎湊船籍の内、主な船主は次のと

おりである。

佐 藤 善 兵 衛 ｜ 大 I l l 多 一 郎 ｜ 西 村 幸 吉
加賀屋富太郎 山内平兵衛｜相沢仙蔵
麻 木 藤 八 郎 石又亀吉｜岩城新六

越前屋末吉 折 戸 屋 甚 蔵 ｜ 金 子 清 四 郎 等

草皆周吉 黒丸喜惣兵衛｜佐藤兵助
佐藤幸助等 杉山市助｜藤木

日野屋仙蔵 佐渡屋喜惣兵衛 間 杉 長 三 郎

日野屋仙蔵 二木孫兵衛 館山三郎兵衛

水戸瀬直光 松井吉右衛門 安田儀助

根布屋孫十郎 横山久助 横山嘉七

綿屋清兵衛｜畑屋三左衛門｜松井吉右衛門
平沢屋五左衛門ほか

これら地船ならびに船主の経営形態や稼業年代

等については、問屋の客船帳や仕切書等、他の廻

船史料を比較検討の上で、正確を期したいと考え

る｡

おわりに

諸国廻船船乗りの宿泊には廻船問屋（問屋）と

附船宿（附船）があたった。問屋は、船主との取

引に応じて積荷の売買や輸送、買付品の調達等幅

広い業務のほか、船頭専門の船宿を務めていた。

これに対し、附船は船頭以外の乗組員の船宿であ

り、階層的にも区別されていた4)。ほかに土崎湊

では、小宿があり、商品取引に深く関わってきた

ことが知られている5)。これら廻船に携わってき

た業者・職業の内、問屋や小宿については研究成

果も多く知られるが、明確に附船宿関係資料とし
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て明らかにされたものは少ないように考える。こ

うした折、リニューアルオープンとともに 、

｢歳々入船Il暖」を展示することができ、さらにこ

こにその概要の一端を報告することができること

は幸いなことである。

これを機会に、今後とも展示公開を継続しなが

ら長浜屋資料の全体を|ﾘlらかにしていきたいと思

う。
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斎藤晃吉「第三章福浦港覚え書」（『北陸と
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昭和38年、北陸総合学術調査団）

小宿は「領内の需要を見はからい、商i'inを注

文し、湊に揚げられた積荷を問屋に入れ、そ

こで問屋と仲買い商人とを媒介して商取引を

行う商人」とされる。なお、今村義孝「秋川

藩と若越海運」（福井県立|副書館・福井県郷

土誌懇談会共編「日本海海運史の研究』、m

和42年)p816参照。
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6）挿入文書lとI"J10は、長浜屋三太郎に対する

業務依頼状である。廻船側からこのような書

付を渡して契約を締結したことが分かる。10

では船主が押印し、船頭の押印はなく、船主

が契約の主体であったと考えられる。

7）挿入文書2は、「附船三太郎を申付被下度」

とあるから、長浜屋の上位者に宛て、廻船受

入を指示するよう依頼したものである。問屋

などから附船宿が顧客をあてがわれるケース

があったのであろう。

8）抑人文害8では、船川港で長浜屋への附船依

噸を決定している。これにつき「歳々入船1帳」

本文の行間には、「船川二而御見舞致シ附船

宿被仰付候｣、「戸賀二て御見舞致し宿取極メ」

など、所々に契約の経緯が書き込まれている。

船川・戸賀など近隣の港に停泊する廻船に対

し、営業を仕掛けていたことが分かる。恐ら

く「留吉参り申候也」というのは、手代など

長浜屋の配下の者が船川に派遣されたのであ

ろう。なお、「唐人」は樺太を示す。

9）挿入文書7では、代々木屋が配下の廻船に対

して、長浜屋への止宿を指示している。長浜

屋に直接宛てた書類ではないが、最終的に長

浜屋のもとに残存したことからすれば、長浜

屋に手交されることによって業務依頼状とし

て機能したのであろう。附船宿の受注ルート、

契約形態の多様さが窺われる。

10)註6参照。
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第1表諸国廻船の入津年代
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41

13

登米
船数

21

13

ワ
】

34

4

8

一
句
〕

8

ワ
〕

0

1

16

42

14

17

34

1
ワ
】

因Ill爵・出雲

越前敦賀

橋立・三国

’

加賀
5

'

’ 6

佐渡・能登

越中

’

越後

Will-本庄‘篠
堀越･亀田･能代

津軽

南部・仙台

砕前I÷、

江戸．

遠江・尾張

’
つ
J

1

吟
12

12

3

ｑ
Ｊ

|’

| |'

｜’

’

’

’

I

｜’

’

|’

’

’

’

’

’

’

12

’

’

’

’

8

16

9

12

10

備前・備後

備中

I

4

’

3

6

4

7

0

0

8 ’ 3

’ 78 1

13

’

Q

ワ
．
一

つ
○

’ 5 (）

ソ
】 |’

’

2
M

12

0

0

129

736

445

131

再
ノ
Ｊ

Ｐ
Ｄ

2()0

129

0

ワ
ー

0

(）

0

(）

ワ
ｊ

頁
』
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第2表・「津軽之分」積荷記事

第3表・「武州江戸・遠州・尾州分」積荷記事

－76－

年

明 治 2

明 治 3

明 治 4

明治5

明治6

明治7

明治8

lﾘ1治9

lﾘ]治10

明治11

明治12

明治13

明治14

明治15

明治16

入船数

17

13

5
ｒ

ワ
Ｉ

5

6

7

７
８

貝
』

3

ワ
全

3

2

2

5

硫荷等の記事及びそれらの記載隻数

雌’4．身欠」2．米」1

鱗」7．筋子」1．昆布」l・秋味」1

蝉」3．身欠」1

蝉」3・身欠」l・秋味」2

身欠」1堀引」l・昆布」1

疎」3．身欠」2．昆布」1

卿」l・身欠」5

蝉」2．身欠」3

身欠」2・イコ草」1

鱗」2

身欠」1．秋1床」1

材木」竹」l・秋味」Iサメ」1

竹」1

身欠」1

純」l・イコ」l・身欠」1.秋|床」1

年

文化12

文政3

天保 9

弘化4

嘉永3

嘉永6

安政1

安政3

安政4

安政5

安1段6

文久3

j憂応1

I菱応2

慶応3

明治1

入船数

1

3

1

1

3

4

『､

Q〕

1

1

2

1

3

3

6

5

4

積荷等の記事及びそれらの記載隻数

蝉」1

錬」2

鈍」1

鱗」1

蝉」2

雌」1

練」1

蝉」2．身欠」1酒」1

蝉」2・身欠積入」1

鱒」ほ つけ」ル身欠」わかめ」1

ｨf

安政6

万 延 1

文久1

文久2

文久3

元治1

慶 応 1

慶 応 2

暖応3

明治1

明 治 3

明 治 4

明治5

明 治 6

明 治 7

明 治 8

明 治 9

|Ⅲ治10

入船数129隻中，登米船数57隻

入船数

3

3

2

戸
◎

７
０

8

ワ
白

5

4

3

2

3

5

6

1

1

1

硫荷等の記事及びそれらの記載隻数
頁垂

八百石」1
､寺

越後あら川」御米」1
…

国一番」二番｣1

新潟より箱館行」1

[JI

戸賀にて」1

垂

千五百石」1

喪鍔

雲

喪〃

や

と童

喪犀

蚕課

(洋式帆

(洋式帆ル

大Ill酒」松前行」

雲上‐

ー’

､喪李‘

零

〉

函’
喪．

、寺P

､篭字

ー

~一幸,

賢み

喪一

函千五百石」’
一
一

》
雫

.●

千六百石」1

千石」1

1

1

1

1

千二百石」1

1

1

勺
Ｉ
ユ

1

1

千五百石」1

江戸」‐Ⅱ五反」1

1

江戸廻」千二百石」1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4初出）

‘3）

I

I
I

I
１
１
I
I
I
I

Ｉ
I
I
１

I

Ｔ
０
Ｉ
Ｏ

ｆ

文化3

文政12

天保8

天（

天1

弘化2

弘化3

弘化4

嘉永5

安政1

安政2

安政3

安政4

L4

15

入船数

2

1

1

6

5

4

？
】

14

1

1

2

3

ｑ
〉

i荷等の記事及びそれらの記載隻数

妾

才木」御米」廻り」1

江戸廻り」御米」2

江戸廻り」2・かへ」l・籾」1

国’
受． ｣

川口にて破船」1

九百七-'一石」1

千三百石」1

江戸」御米」1

御米千二百石」1

かへ」1

御門才木」四百石」御米七百石」1

｢蚕11・酒田廻り」かへ」1
酒in廻り」か〆、」1

喪一

御米」千石」門才木」束廻り」1

御米」1

雪

らくシ

安曇

喪疾

剰受津

江戸廻り」3

ゑ油」昆布」1

1

千五百石」一番」二番」1

1

江戸御米」千六百石」門才木」1

1

－

I

’

I

Ｉ

安政5

安政6

4

18

国八百石｣’
ヨ千四百石｣’
ます」こんふ」四百石」1

司起声

七月II-六II大風にてハせん」千百石」1

国才木」千三百石｣’

ヨ千三百石｣’

〉

震ず'八百石」1

､受ず

雲

蚕串

受．

千三百石」1

七月廿六日大風にてハせん」千四百石」1

千石」1

千三百石」1

九百石」1

八百石1

I

I

’

竜尋

喪'｡|かﾉ、」九百石」1

､ 幸

ヨ千石｣’
､＜孝

千百石」1

八百石」1

千三百石」1



附船宿長浜屋旧蔵「歳々入船帳」の概要

第4表・「酒田・本庄・湊・塩越・亀田・能代分」整理表

一

蟻…
－77－

NC 年代 西I緋
年間
入船数

船名
港及び船

正住所地
船王 船 主 祇 乗

沖乗船頚(出身）
＊｢沖乗船頭｣の明示有

積荷・入謙事由 船印 帆,9

1

ワ
』

3

4

匡
Ｊ

6

一
Ｊ
Ｉ

8

9

貝
Ｊ

『
１
４

16

20

21 天保13 1842 1 ､ド沢 久
二
、

ユ
タ
〃 錬紡 く

ソ
』

ツ
ー

23

Z4

･ﾉ昌
一旺王

26
二
／
０

，
／
〕

28

29

30

31

32

33

34
戸
『
Ｕ

印
』

36

弓
ｆ

勺
○

38

39

ノ1，
＄･1hJ

勺
Ｉ
工

ａ
ｌ
丈

1ワ
エー

43

44

45

46

川ワ
詮ｲ

48

49

50
『
Ｉ
ユ

ニ
ヘ
ゾ

52

貝'ミ
ピ砥』

54

55

56

57

８
二
『
』

59

60

61

62

63

64

bO

66

67

68

69

7(）

ワ1
J上

72

73

74

75

〕

I
フ
ヨ

3

I

7

3

）

天明3

文化3

天保5

1783

1806

1834

1

２

3

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

フ
ニ

０
凸

3

4

5

侭
〕

三徳ﾒL

松雌ﾒL

永亜丸

宝生丸

文録ﾒL

亜吉ﾒL

冊寿ﾒL

細ガメL

ｲﾉﾄ勢ﾒL

|と‘値丸

八|隅ﾒL

lﾘHi|iメL

能代

’二野

meh

堀越

､ド沢

本庄

秋Illl

､Iえ沢

ftflii

H越

言 代 ’
訓上演

Ｉ
宅

に
吟
唖

１
」

誤
卜
些

塞
ミ

ノ
列

佐膝

升川雄

知'11

l隣歴

久保imiiの内

,I｢木

藤木

7111雌

湊雌

にメL雌

亜イi術'''1

五兵 術

太治兵術

T〃･『一"上'一

壬芽｣鳴押』

I.-右術'''1

l川助

勘|ﾉ1

助右術|ⅡI

幸助
.-旗
I~_ﾛ

』
▲
●
ｊ

五
Ｌ

伝七

F兵術

与平論

吠兵術

嚇内

か/、

かﾉ、増

江戸廻り

疎

蝉

無紋」

無紋」

無紋」

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

○

○

×

×’
×

×

×

○

○

○

○

○

○
○
’
○

○

○

○
’
○

○

○

×

×

○

天保15

弘化2

弘化3

弘化5

嘉永2

滞永4

嘉永5

嘉永6

瑞永7

安政3

1844

1845

1846

1848

1849

1851

1852

1853

’1854
1856

1

ソ
】

照
〕

4

5

6

1

ワ
】

3

I

ソ
】

1
ワ
』

ｑ
Ｊ

4

5

6

1

ソ
】

3

1
句
乙

3

4

5

6

3

-1

1

ワ
ー

3

4

5

6

1

ワ
】

3

4

5

6
【
／
〃

8

1

’2
1

ワ
】

’3
’4

二
へ
〕

b

【
ノ
５

大ﾉJメL

fillﾉ｣メL

ノ逗刀メL

1

ハ

！

』唾"i,6－メIJ11pI，国

新 造
大催ﾒL

小栄ﾒL

火カメL

幸古ﾒL

岨‘,lrﾒL

fill徳ﾒL

Iﾘl刊I丸

i-;;『ﾒL

m徳ﾒL

幸徳ﾒL

岨ilfメL

犬神丸

噺水丸

1造栄丸

純王丸

岨‘吉丸

三社メL

fillIﾘ1九

悪補ﾒL

幸仙以L

長栄丸
1．

11 ヂI

火則

徳全

諜安ﾒL

｜_|吉丸

火吉メL

金雌.雑丸

屯吉ﾒL

栄,凶,丸

天守丸

尺1ﾐ丸

天響丸

稗雅丸

腿寿丸

天狗'1メし

火覗丸

水述丸

雌王ﾒL

金毘羅九
壷''三

【『 祥丸

永吉ﾒL

幸徳丸

艮久ﾒL

IjIr
/Jふし

'冊ﾒL

iffメL

秋｜|’

久保|lIl
ｲ臭庄’
雌’二’
秋｜|I

秋｜|I

能代’
秋IB

t-沢’

和I肋

久保Ill

IIII

能 代 ’
湊杉Ill小路

厩-Ill

ィi脇

秋’'1

ｲi脇

油lll

秋Ill

ｲi脇

堀越

秋111

ｲ1．脇

min

堀越

能代

秋111

ｲ了脇

iffIII

堀越

秋111

酒’'1

秋||I

ィ「脇

雌|ﾉ､｣凪ヶl則

佐藤兵助

i'Llfl

良谷川
‐I』

l‐I l1f犀

券雁

佐藤兵UJj

1

’

！

’

l,<

杉Ill

VI"城新六

F沢膿脈左術門

仙台雌

斎膝八三郎

恨布犀孫｜一郎

|］野原

雌上腿

IJIl野原挫太in:

I､I鼎L

仙台雌

本長
ｲー1ぞ,17犀

M迦陵膝

折戸屋

斎)隣

小林1篭

IIIW

|災布屋孫｜一郎

mnihi

Ⅱ野屋

Willi

折戸歴

|』メI
も■〆凹

水戸瀬

Jli¥--h{

五-'一風

村幸
，If
I一1

1多力」lljノ、

１

．

、

申

“

当
１

１
１
ノ

ム
ー

化｣楢！

J1屋海太郎

’

炎雌

J1IJ~■

L､Lハ,

弁歴

化雁

]〃

｡雁
一寸記

F,I_ざ
I＝1

Ⅲl四郎

l,太郎

仙祇

久兵伽

鯉汁f郎

太治右術I"l

斑吉

久助
“
棚

=七
に二』

治一ﾐ郎

雁八（戸fM）

i台三郎

藻三郎

ｲ111職

淵
至上
にI

長三郎

椛八

治三郎

蒋九郎

fjI三郎
即11

＝■9■_ 吉

,噛賎
ｲー,二三l芸
l÷、1--1

nhi-ffi

金II炎

正7正郎

静 血郎

又丁i

拡太郎

利三郎

{111附随

Il'i光

善治叩

三派郎

!i五郎

J肋

善治郎（越中）

嘉左衛門

i腺四郎

甚『厳

治三郎

久助

仁左右衛門
二1宝
'三I五郎

勘兵備

十
堤
”

一
《
１

士
に

一
○

【［兵衛

治吉

平三郎（椿）

|＊勘兵術
|＊甚蔵
|＊長三郎

＊粥
=,！＝
正二】

かこい」御米」はき船」

かこい

江戸」廻り」秋川新川に
て新造」世話方佐藤兵助」
船頭久兵衛」

僻

松前」セツ」ぬり」

五つ」ぬり」

五つぬり」

秋味

子騨

小廻し
「
り

み
口
皿

，
Ｔ
少

秋味

身欠

身欠

|－
|－

○

×’
×’
×’
○’
○

×

○

×

○

×’
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○
、
１
ノ

ダ
０
，

○

○

×

○

×

×

×

○

○

×

×

×

〆

×

×

×

○

○

○

○

×

ン

×

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

L）

○

○

○

○

○

○

○
×

(_）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

r~〕

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○
r，
Lノ

×

○

○

○

○

I」

|’

〃'

イIl

ｲI

一
Ｊ
’
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N〔)．

｜
花

テ
ロ
Ｑ
○

｛
／
・
写
Ｉ

禰
一
帥
一

釦
一
鍵
一

郡
一
別
一

溺
一

郡
一
説
一

鍋
一
鍋
一

I卯
一
帥
一

蛇
一
”

94

95
｜
妬
一

ｗ
｜
粥
一

”
’

｜
Ⅱ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
川
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
’
１
’
１
｜
川
－
１
’

１
’
１

ｌ
ｌ
１
ｌ

ｌ
’

匡

’元論ｿC 1864

－78－

1

〕

1

K〕

〕

)(）

)1
ワ
ニ

、
１
〃

)3

)4

)5

〕6

〕7

.)8

)q､巳'

2(〕

21

）｡〕

23

24

Ｆ
Ｄ

，
三

』6
一
／
Ｄ

Ｊ
一

28

29

ｎ
／
】

１
，
Ｊ

33

34

35

36

〕7

38

39

l(）

11

1.〕
且一

1月

ル1

二
へ
〕１

16

17

18

19

5(）

ラ1

ワ
］

・
７

ﾗ3

】
ｎ
一

）

I

ノ
ゴ

7

、
、
ノ

）

年代 1凡i階
年間
入船数

船名
港及び船

主住所地
船主 船Kn'OlE

沖乗船唾〔(出身）
＊｢沖乗船頭｣のIﾘ1示有

祇術・入沖訓:Mh 船H1 iimi'i」

安政4

’女l攻5

安政6

ﾉj延元

文久ｿ【ヨ

文久2

文久3

1857

1858

1859

1860

1861

lS62

1863

8

9

1

ソ
】

3

4

5

b

7

8

Ｑ
平

ツ
ー

え

-1

5

(う

弓
Ｉ

1

ツ
・
一

3

4

一
、

け

一
Ｊ
Ｉ

5

9

1

？
】

3

4
ロ
、
″

Ｆ
Ｆ
■

沢
，

7．

8
Ｑ
）

1

ワ
ー

3

.』

5

6

戸
Ｉ

S

Ｑ
〉

ワ
ー

巾
、

4
一
・
ワ

6

7

8

9

](〕

11

1

２

3

）

》

）

1

ノ
ゴ

3

）

1

７
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×

×

(』

○

○

×

○

○

○

○

×

く

尺

［
「
「
「
［

E
旧
E
に
Ⅲ
旧
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NC 年代 西暦
年間
入船数

船堀
港及び船
主住所地

や
川
一

八
川

面
川 船主lii二乗

vl<乗船弧(出身）
*711乗船弧｣のIﾘI承ｲ』

硫荷・入津事Ill 船印 w印

393

394

395

396

397

398

却
一
畑
一
畑

402

403

4()4

4()5

406

4()7

1()8

4〔)9

と

Ｊ
星

と

と

Z

と

ノ
ュ

4

42(）

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

43月

439

440

441

442

443

444

445

〕

’

リ
ユ

3

1

一
Ｊ

〕

17
１
，
Ｊ

）

I川治7

明治8

1874

1875

30

31

fミツ
qノー

33

1

ワ
】

3

4

5

6
〔
Ｆ
ｊ

8

幸徳i丸

大宝丸
斗践
-f一J

〃
’
二

や
再
ニ

ヰ
エ
可

徳寿丸

海迎丸

Ｌ
Ｊ
メ

宝
１

ゴ
に

辛
恥
型

扇子-ﾒL

高市丸

竹迎丸

龍光丸

f徳丸

ﾒL

ﾒL

八森演、

八森横|川

増川村

漆

新屋中村

新屋村

ﾘ"肥北ilii

熊谷

工勝

佐j雌

iViMI

雀rｵ外
J辰E吟、

五1－嵐

商橋吉郎左術1"!

:挫力

腎藤

喜助

房吉

市兵術
軍j：
刀『』 じ

作-|一郎

吉之助

蒋松

大六

竹松

ｲ1-打術'''1

りHI雌辰五郎

*ill"之助

陳

岬

身欠

〆

○

×

入

Y

○

○

×

○

○
、〃

×

×

○

×

○
×

○

×

○

○

○
×

>く

9

）

I
Ｊ
】

3

大徳丸

Ｌ
１
入

御
引

嵯
炉

一
工
一

飛徳丸

善偲I丸

1Q
▲も刀

20

21

ワワ

23

24

25

26
妄
言
〃
Ｉ

ワ
ー

28

3］

3２

33

3I

35

36

37

38

39

ざ10

41

42

41q

44

45

46

47

48

49

1

）

〕

7

；

タ

）

福徳丸

長宝丸

ｲﾘ11楊丸

末編丸

オ
‐
・
■
Ｊ

’
一
．
Ｉ
■

も
可
Ｊ
も

111
万J

喜能丸

水宝丸

fill力丸
福寿丸

天王丸

永宝丸

専福丸

三宝丸

連烏丸

Ｌ式
圭
へ

吾
応
可

弐
抑
に

棉吉

冨栄

善光丸

神徳丸

連喜丸

天金丸

勢正丸

||旧宝丸
－1－＝｣二一JT
ノ超’二1〆L

士
口 丸

１
』メ

ュ
に
Ｌ

〃
二
一

1,111徳丸

宝龍丸

準得丸

卦 丸

Ｌ
斗
八
〆

丸
I『
入し

金浦ｲ:1

堀越

庄|ﾉ1淵･海

庄内大鳩

庄内小嶋村

)l:iﾉ1酒'1I

庄内三前

庄内白水村

庄|ﾉﾘ僻ケ|吋

庄内山良川

戸賀

戸賀畑ケ村

能代浅|ﾉ1村

能代港

能代浦助Illl

能代港

八森領lH付

1，&

m津

商j樵

渡避

佐々木

本I川

佐膝

佐藤
〃‐〃鳶
lｲl匙I歴

佐藤

佐藤

佐j雌

佐藤

佐j隣

佐藤

佐j隣

仏

イﾉ，

本間

京惇屋

佐藤

1辿前歴

武Ⅱ’

糊地

坂Ill谷

八木

ﾄﾆ城屋

口催

背崎屋吉兵術

､倉.1室全蔵

|上

い
ぞ

垂
＆
《

三荷郎

藤
土
口

弥三

清三

喜北

勘之蕪

太治兵補

正右術'''1

彦治郎

三五右術'111

弥助

儀兵術

1'瑚右術|Ⅱ」

市職

太右術|ⅡI

儀兵術

浦助

八i-fii;

僻右衛lm1

菩八

弥助

器職

巾-|一郎

椛左術lnl
司一,一U=

｣』二．古

喜三郎

九郎右術'11

ｲﾘ三郎

亜太郎

高蔵

兎太郎

小-七郎

j催兵術

りﾆｾー 且ー一
【何ノ、

〃
。

Ｆ
ｊ

rlIl］

非
同 1,7

＊久了」三
Ｊ

細|布

×

×

×

×

ン

×

×

×

＞

×

×

ソ

×

×

×

X

×

×

○

×

×

×

○

〆

×

○

×

×

○
×

×

×

×

×

○
(~）

×

×

×

×

×

○

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

○

(~）

○

○

［
［
［

岨'11石脇 iﾉ,ﾐ藤長左術I"」

ram松ヶ,.,:,
佐々木

尚補 蒋九郎 × ×

兵右術I"l

長兵術

＊幸治郎

*,',7[肌

○

○

×

ハ

○

（）

×

×



附船術長浜屋Ill蔵「歳々入船|帳」の概要

挿入文書1G)

秋 側右
田壬御之

附湊五申深通
三船月心可
太｜‐之仕
郎四程 御
様日奉 座

願候
上間
候、

同松、杜
文由居以地

太上着
七郎船

之

一
、

一

（
破
断
）

一
、
同
大
栄
丸
山
太
［
］

一
、

同 同

覚海
寿
丸
佐
兵
術

神
明
丸
清
兵
衛

松
栄
丸
文
七

挿入文書4挿入文書27）

右
之
通
秋
田
附
船
三
太
郎
を
申
付
被

下
度
、
奉
願
上
候
、
以
上

辰十
一
月
四
日

佐
藤三

郎
兵
衛
（
印
）

越
後
柏
堰
（
崎
）

拾
七
反

［
仙
術
殻

同
と
し

有
頁
渡
）
郡
清
水
湊

河
田
屋
栄
助

挿入文書3 挿入文書5

万栄大万万万
幸福宝吉寿福
丸丸丸丸丸丸

豊
前
小
倉
宇
之
鴫

万
屋
助
九
郎

七
月
八
日

越
後
新
潟

十
五
反
財
木
町

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
広
川
与
兵
衛
船

Ｉ
沖
市
右
衛
門

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
八

幸
運
丸十

月
廿
三
日
入
船

半
兵
衛

彦
兵
衛

孫
兵
衛

清
蔵

三
平

弥
助

－83－
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挿入文書6 挿入文書88）

右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

巳
二
月
廿
日

太
神
丸

越
後
岩
船
郡

馬
下
村
井
上
松
右
衛
門
船

右
者
唐
人
塩
鱒
積
入
船
川
港
九
月
廿
四
日
入

港
致
、
其
節
附
船
三
太
郎
江
相
極
申
候
也
、

此
時
留
吉
参
り
申
候
也
、
旧
八
月
廿
日

明
治
十
三
年辰

九
月
廿
四
日

町附
船
三
太
郎
様

三丁・

同じ

斎
藤
喜
十
郎
手
船

あ
ら
浜
住
人

長
寿
丸
阿
部
権
兵
衛
様

今
一
同

長
野
清
三
郎
様

挿入文書79）

越
後
新
発
田

生
産
局

右
之
通
当
湊
到
着
之
節
、
附
船
三
太
郎
殿
江
止
宿

可
被
成
候
、
以
上

午
三
月
代
々
木
屋

与
四
郎
（
印
）

八
口
旧
ｒ

ｉ
に衆

中
様

、、、

弁嘉永
天昌徳
丸丸丸

一
、
永
宝
丸

一
、
盛
徳
丸

一
、
竜
徳
丸

一
、
清
竜
丸

、
和
合
丸

'四
新例笹川太、同刷新同同M太刷岩蝋
潟口郎潟郎船
長豊太幸庄六広太幸半
次之夫吉兵助次夫次右
郎助衛郎衛

門

挿入文書9 挿入文書10io) 挿入文書11(表紙断簡）

栄
室
丸
十
七
反
帆
手
船

、
溌
繍
Ⅷ

岡
本
善
七

三
太
郎
殿附

船
宿
也

山
形
県
下
第
四
大
区
四
小
区
羽
前
国
田

川
郡
上
□
口
村
高
橋
忠
八

沖
船
頭
酉
吉

手
代
小
林
正
之
助

子

仕
切
帳

－84－


